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各  位  

  
会 社 名 信 越 ポ リ マ ー 株 式 会 社 
代表者名 代 表 取 締 役 社 長  小野 義昭 
  社 長 執 行 役 員  
  （コード番号 7970 東証プライム）  
問合せ先 常務執行役員管理本部長兼人事部長   柴田 靖 

（TEL．03－5288－8405）  

   

信越ポリマー中期経営計画「Shin-Etsu Polymer Global & Growth 2027」 

の策定に関するお知らせ 
   

当社グループは、この度、2027 年度（2028年 3月期）を最終年度とする中期経営計画「Shin-Etsu 

Polymer Global & Growth 2027」を策定いたしました。 

ビジネス環境の急激な変化に適切に対応し、全てのステークホルダーとのより強固な信頼関係を構

築するとともに、当社の経営理念である「技術と製品を通じて社会と産業の発展に貢献し、社会とと

もに成長し続ける」ことを目指してまいります。 

 

 2023年 3月期 実績 2024年 3月期 予想 2028年 3月期 目標 

売上高 108,278百万円 111,000百万円 150,000百万円 

経常利益 12,986 百万円 13,000百万円 20,000百万円 

ＲＯＥ 8.6% - 10%強 

配当性向 36.0% 39.6% ～50% 

前提為替レート 
1USD = \131.4 

1EUR = \138.0 

1USD = \130 

1EUR = \140 

1USD = \130 

1EUR = \140 

 

なお、詳細は添付資料「中期経営計画 “SEP G&G 2027”」をご覧ください。 

（注）上記の業績目標等は本資料発表日現在における情報に基づき作成しており、達成を約束するも

のではございません。実際の業績は、様々な要因により異なる場合がございます。 

 

以 上  
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Shin-Etsu Polymer

住環境・
生活資材事業

電子デバイス
事業

精密成形品
事業

信越ポリマーの目指す姿

技術と製品を通じて
社会と産業の
発展に貢献

環境に配慮し
社会とともに

成長し続ける企業

アウトプット（製品・サービス）事業活動 ありたい姿
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中期経営計画
「Shin-Etsu Polymer Global & Growth 2027」



中期経営計画 概要
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【2028年3月期業績等方針】

売上 1,500億円

経常利益 200億円※

ROE 10%超

配当性向 ～50%

【事業戦略】

• 基盤領域における販売力強化と生産性向上

• 成長領域における新規需要の取込み

• 海外売上比率の拡大

【財務・非財務戦略】

• 成長領域における重点的な投資の実行

• 株主還元の強化

• ESGへの取組みを強化

※1: 経常利益と営業利益は同水準を想定



中期経営計画 業績目標

※1: 経常利益と営業利益は同水準を想定
※2: 実績の為替レートの平均は、海外子会社の損益を連結するときに使用

5

（単位：百万円）

当期実績

2023年3月期
（FY2022）

予想

2024年3月期
（FY2023）

計画

2028年3月期
（FY2027）

売上高 108,278 111,000 150,000

経常利益※１ 12,986 13,000 20,000

ROE（％） 8.6 ％ － 10 ％強

配当性向（％） 36.0 ％ 39.6 ％ ～50 ％

為替レート※２
USD/JPY 131.4 円 130 円 130 円

EURO/JPY 138.0 円 140 円 140 円

前提
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事業ポートフォリオ全体の成長戦略

住環境・
生活資材
事業

製品 事業成長・利益拡大に向けた注力領域

【基盤領域】 包装材料、コンパウンド

【成長領域】 機能性材料
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電子デバイス
事業

【基盤領域】 入力デバイス

【成長領域】 EV関連製品

精密成形品
事業

【基盤領域】 OAローラ

【成長領域】 半導体関連製品、医療関連製品



電子デバイスセグメント 事業戦略
売上・営業利益（百万円） 事業戦略・重点施策

【成長領域】
• カーボンニュートラルに向けたEV向け車載デバイスや

自動運転向けの車載デバイスの需要を取り込む

【基盤領域】 入力デバイス
【成長領域】 EV関連製品

【基盤領域】
• 入力デバイスはキースイッチやタッチスイッチなど自動

車用途を中心に継続的に市場シェア維持・拡大
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成長
領域

基盤
領域



精密成形品セグメント 事業戦略

【成長領域】
• 通信ネットワークの高度化と仮想空間を支える最先

端の半導体やパワーデバイスに対応した半導体関
連製品を提供

• 医療の高度化に対応し、医療機器・医薬品向けに
押出し技術を活用した部品等を拡販

【基盤領域】 OAローラ
【成長領域】 半導体関連製品、医療関連製品

売上・営業利益（百万円） 事業戦略・重点施策
【基盤領域】
• OA機器用部品は、シリコーンの配合技術や発泡技

術を活かし、市場シェアの拡大により収益を拡大
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成長
領域

基盤
領域



住環境・生活資材セグメント 事業戦略

【成長領域】
• バッテリーマネージメントに関連した熱対策製品とパ

ワーマネージメントに関連した電子部品向け素材系
製品の拡充

【基盤領域】 包装材料、コンパウンド
【成長領域】 機能性材料

売上・営業利益（百万円） 事業戦略・重点施策

【基盤領域】
• 包装材料は配合技術を活かし、抗菌化やカラー化

などの特色ある製品によりシェアを拡大
• 機能性コンパウンドは独自開発の機能性素材を活

かし、自動車用やケーブル被覆用でシェアを拡大
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成長
領域

基盤
領域



海外売上・海外拠点

Shin-Etsu Polymer Vietnam Co.,Ltd.

Shin-Etsu Polymer (Malaysia) Sdn. Bhd.
Shin-Etsu Polymer Singapore Pte. Ltd.

Shin-Etsu Polymer  Hong Kong Co., Ltd.

東莞信越聚合物有限公司

Shin-Etsu Polymer America, Inc.

Shin-Etsu Polymer Europe B.V.
Shin-Etsu Polymer Hungary Kft.

■ 生産拠点
● 販売拠点

Shin-Etsu Polymer (Thailand) Ltd.  
Hymix Co., Ltd.

Shin-Etsu Polymer India Pvt.
Ltd.

信越聚合物（上海）有限公司
蘇州信越聚合有限公司

PT. Shin-Etsu Polymer Indonesia

海外 拠点

海外は重要な成長市場であり、販売及び製造拠点の拡大を継続し、
海外売上比率を60％以上を目指す

海外売上・比率 海外拠点

●- Shin-Etsu Polymer Taiwan Ltd.
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株主価値の向上に向けた取り組み

企業価値の向上に向けて、基盤領域の収益向上と成長領域への強化を進め、
株主還元の強化に取り組む

株主価値
の向上

収益力 向上

バランスシート
管理

基盤領域の
収益拡大

株主還元 強化

海外売上の
拡大

成長領域の強化

設備投資
の最適化

• 成長領域における新規製品の投入・拡販

• 販売力強化及び生産性向上

• 海外市場の取り込み

• 成長領域における積極な設備投資
• シナジーの見込める領域でのM&A

• 配当性向は長期的に50%まで引上げ
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ROE・株主還元方針

ROEは継続的に10%強の水準を目指す。
配当水準については、業績状況に応じて配当性向の引上げを計画

（配当額: 円） （配当性向）

ROE 配当性向・一株あたり年間配当額
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設備投資・戦略投資の概要（～2028年3月）計660億円

電子
デバイス

精密成形品

住環境・
生活資材

基盤領域 成長領域

EV関連製品
90億円

半導体関連製品
260億円

機能性材料
60億円

更新投資
100億円

戦略投資・M&A

機動的な投資
及びM&Aに

～最大150億円
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（株主還元）

キャッシュの獲得及び分配のイメージ
中期経営計画の期間中に獲得された営業キャッシュフローを

積極的な成長投資及び株主還元に分配する。

キャッシュの獲得 キャッシュの分配

中計期間におけるCF 成長投資 株主還元

株主配当

戦略投資・M&A

更新投資

拡大投資
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（単位：億円）



ESGの取り組み
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サステナビリティの基本的な考え方
信越ポリマーグループは、企業理念に基づき、安全、公正を最優先とする経営に徹し、社会とともに成長し続ける企業を目指してい
ます。社会からの要請・期待に応えながら、事業を通じて社会課題の解決を目指し、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

重要課題 目標 関連する
SDGs目標

E
環境負荷低減
省エネルギー

●CO₂排出量の削減（スコープ1・2、基準年2013年）
2030年：▲ 46％
2050年：▲100％ (カーボンニュートラル)

S
人権尊重

多様性の推進
CSR調達の推進

●人権デューデリジェンスに基づく対策と改善の推進
●多様性に富み挑戦意欲を有する人財の育成
●内部通報制度やサプライヤーホットラインの拡充

G ガバナンスの強化
●サステナビリティ委員会、コンプライアンス委員会の強化
●株主・投資家との建設的対話の継続実施

-



本資料に関する注意事項

本説明資料に記載されている将来の業績予測値は、公表時点で入手可能な情報に基づいており、潜在的なリスクや不確定要素を含んでおります。

このため、実際の業績は、さまざまな要素により、記載された予測値と大きく異なる結果となり得ることをご承知おき下さい。

実際の業績に影響を与えうる要素としては、経済情勢、需要動向、原材料価格・為替の変動などが含まれます。

なお、業績等に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。

お問合せ先

信越ポリマー株式会社 社長室

TEL：03-5288-5485 E-mail：ir_pub-info@shinpoly.co.jp
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